
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．研究の背景と目的 

魅力ある地域景観を作る際，住民が愛着を持てるような個性あ

る環境づくりが重要である。その一方で近代においては風景を土

地や人々の営為から切り離し，保護・管理する対象としての価値

を見出すことで操作性を向上させ，より良い風景を作ろうとして

きた。そうした操作論的風景管理は都市や自然地の風景保全を促

したが，景観行政と住民の生活文化が切り離されて混乱を招いた

ことも指摘されている1)。ただし，これに基づいた具体的な事例分

析は未だ十分とは言えず，本稿では上記の事例として当てはまる

可能性がある宮城県仙台市に焦点を当てる。

宮城県仙台市は 17 世紀初頭の仙台藩開府にあたり形成された

城下町を原型として発展してきた地方都市であり，現在市の雰囲

気を表現する愛称として「杜の都」が広く用いられている。市公式

ホームページ2)は「杜の都」の由来について，仙台藩の屋敷林や社

寺林のような，人が丁寧に手入れをして形成された緑地（=「杜」）

と自然林とが連続して「杜の都」ができたと説明している。「杜」

という字そのものに「人々が丁寧に手入れをした緑」の意はなく，

結局のところ「杜」と表記する意図は判然としない。しかし，『仙

台市みどりの基本計画』3)の基本理念に「みんなで育む「百年の杜」」

とあるように，「杜」の表記は今，仙台市の緑地計画の核として機

能しており，市が目指す公園緑地行政に対するイメージを住民が

共有できるよう「杜の都」の像を具体化する必要がある。

仙台では，歴史的に武士の屋敷林が市の景観を形成し，それによ

り「杜の都」の呼び名を得た4)とされる。また，第二次世界大戦時

の空襲で焼失後，復興事業を通して戦前には無かった街路樹や公

園が現在の「杜の都」の象徴として市の風景を担う。このような

「杜の都」の呼称の由来と緑の実態は，これまで小林5)，武田 4)6)，

和泉7)8)9)，菊池10)の4氏によって論じられているほか，中川11)も題

材に取り上げている。

小林 5)の研究は，「杜の都」の呼称の由来と実態について先駆的

に考察したものである。「杜の都」の呼称が仙台の市街の現象面を

あらわすにとどまらず，都市仙台の本質にまで及ぶ，きわめて深

い含蓄をもっていると前置いた上で，市中の高い視点から展望し

た市街地全域が樹木に覆われている様子と，仙台市の経済的発展

の遅れから，戦前の仙台市が「杜の都」と呼ばれたと考察した。

武田 4)6)は，「杜の都」の成立場（名称が通称として社会的・文化

的に成立する契機を指す）の変化によって仙台市の「杜の都」像の

移り変わりを4期に区分した。仙台空襲後，「杜の都」として連想

される像は，実景としての屋敷林から，抽象的な「緑」のイメージ

に組み変わって現代へと継承され，「杜の都」の風景への視線が都

市内部を移動する多視線的なものへ変化したと考察された。

和泉 7)8)9)は，開府以来，「杜の都」があたかも変わらず存在し続

けてきたかのようにイメージされている点を問題視した上で，「喪

失」を呼称「森/杜の都」普及の契機として挙げた。すなわち，藩

政時代の城下町荒廃の反動で屋敷林景観が重要視されたことで呼

称「森/杜の都」が生まれたほか，戦災の屋敷林景観の焼失を回復

しようとする動きとして「杜の都」の近代的再現が試みられ，「杜

の都」の呼称が普及したと考察した。

菊池 10)は，戦前は市街地を眺望する形で観光コースが作られ，

それに沿って「杜の都」像が形成されたと指摘し，呼称「もりの都」

の素地となる樹木景観の構成樹種を明らかにした。

中川 11)は，仙台市の別称の一つである「学都」の意味づけ，使

用時期，場面，主体を考察した際に，関連する呼称として「杜の都」

の使用事例をいくつか取り上げた。

以上の 5 氏は，仙台空襲の前後における「杜の都」の呼称およ

び表記の変化と，「杜の都」を構成する空間構造の変化とを関連づ

けて考察を行っているものの，呼称，表記の変化と空間構造の変

化のいずれも記述上の考察にとどまっており，「杜の都」の表記に

関する考察では必ずしも共通見解が形成されるまでには至ってい

ない。とくに「杜の都」を構成する緑の空間的実態の変化と，呼称

および表記の変化との関係を検討する際には，先行研究で論じら

れた限られた資料から読み解くには限界があり，改めて量的な側
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面からも再検証する必要がある。 
そこで，本研究では，「森/杜の都」表記の量的変遷を明らかにし，

その転機について考察するとともに，緑の空間的実態の変化につ

いて再検証し，表記の変遷と緑の空間的実態の変化との関係につ

いて考察することを目的とする。研究対象は，江戸時代から現在

までの仙台市中心部（旧城下町）とした。 
 

２．研究の方法 

（１）「森」と「杜」の表記の量的な変遷とその転機の把握 

武田 4)6)や和泉 8)による「森/杜の都」の出現や定着過程を踏まえ

た上で「森」から「杜」へ表記が変化する時期を把握するため，デ

ータベース（以後，DB）と文献における「森の都」および「杜の

都」の登場数を集計，整理した。具体的には，web上のDB（国立

国会図書館サーチ12)，Google Books13)，Google Scholar14)）を用い，

1900年から現在までの期間を対象に「杜の都」「森の都」「森の都

and杜の都」でキーワード検索を行い，10年ごとに集計した。ま

た，「森/杜の都」の表記を確認できる文献として武田 4)の挙げた5
編15)，和泉 7)8)9)が挙げた７編16)，菊池 10)が挙げた6編17)，中川18)が

挙げた 14 編19)を 10 年ごとに把握し，DB の検索結果と合わせて

集計した。なお，和泉 8)が指摘した『仙台市統計書』は連続刊行さ

れたため1924年版のみ集計した。また，DB間の重複と仙台市以

外の自治体等を指す「森/杜の都」の記述は集計から除外した。さ

らに，①「森の都」表記の文献，②「杜の都」表記の文献，③「森

の都」と「杜の都」の両者の表記がある文献，の 3 つに区分して

集計し，各年代の「森/杜の都」表記登場回数の変遷を整理した。

その上で，収集した文献上の「森/杜の都」の表記にみる意図，そ

の前後の文脈をもとに，「森」「杜」の表記の変化が起きる要因に関

わる事象，すなわち，緑の空間的実態の変化と文章内での表記の

用いられ方について整理を行い，解釈を試みた。 
（２）緑の空間的実態と「杜の都」像の変遷の把握 

緑の空間的実態に関して，小林 5)，武田 4)といった複数の既往研

究によって，江戸時代の緑地配置が戦前まで継続し，戦災によっ

て失われ，戦後は街路樹や公園緑地が中心となったことが指摘さ

れている。そのため，これを空間的に再検証した。絵図，地図，空

中写真を用いて，「もりの都」の呼称の登場前と戦後の緑の空間配

置のパターンの変化を把握した。 
まず，江戸時代の緑の空間的実態については，宮城県図書館が所

蔵する仙台城下の絵図のうち，各家の敷地範囲が詳細に記載され，

制作年が最も新しく，「杜の都」の基礎となった緑地配置を把握で

きる『仙台城下絵図』（1699 年）20)を用い，ESRI 社製 ArcGIS 
Ver.10.1（以下，ArcGIS）により地形図と絵図の位置情報を紐付

けた。小林 5)により，町屋敷には屋敷林を形成する余地がほとんど

無かった一方，武士，特に中級以上の者は広大な敷地を与えられ，

藩の奨励により様々な樹木が植えられたことが指摘されている。

そこで，敷地面積が 750 坪以上の中上級武家屋敷，750 坪未満の

下級武家屋敷（足軽含む）と職人屋敷，町屋敷を区分して城下町に

おける空間分布状況を把握し，図示した。次に，現在の緑の空間的

実態については，平成27年度仙台市現存植生図21)から、樹木景観

を形成するとみなした「アカマツ群落（Ⅴ）」「イヌシデ−アカシデ

群落」「クリ−コナラ群落」「ケヤキ群落（Ⅵ）」「ゴルフ場・芝地」

「スギ・ヒノキ・サワラ植林」「モミ−イヌブナ群集」「ヤナギ低木

群落（Ⅵ）」「ヤナギ高木群落（Ⅵ）」「残存・植栽樹群を持った公園，

墓地」「緑の多い住宅地」「落葉広葉低木群落」を ArcGIS 上に反

映させ，「杜の都・仙台 わがまち緑の名所100選」22)に掲載され

ている青葉区内の「公園・並木」を追加して図示し，把握した。 
（1）より1950年代に「森の都」から「杜の都」表記への転換

が起きたこと，（2）より，小林清治著『仙台市史本編 1（通史）』

（以下『市史』）23)と 1950 年代の一連の論述が表記の転換に影響

を及ぼしたと推察されたことから，小林が意図した「杜の都」の社

会的，空間的意味を検討し，さらに，現在の「杜の都」の社会的，

空間的実態との関係を考察することで「杜の都」像の変遷と今後

の展望を考えた。 
 

３．「森」と「杜」の表記の変遷とその転機 
「森の都」「杜の都」の表記別の文献数を 10 年ごとに集計し，

図－1に示した。1900年代から「森の都」表記が，1910年代から

「杜の都」表記が登場しており，これは武田 4)の指摘と合致する。

1930年代までの間に「森/杜の都」の文献数登場数が徐々に増えて

いく。このときまでは「森の都」表記が優勢である。1940年代に

は戦争の影響か，いったん「森/杜の都」表記の数が減る。1950年

代には文献登場数が回復したが，ここでは「森」と「杜」の使用率

が逆転している点がとくに注目される。その後，「杜の都」表記は

優勢のまま推移するが，1970 年代以後，1960 年代と比較すると

2 倍以上に「森/杜の都」表記の文献登場数が急増した。これは和

泉 7)が指摘したように，行政文書で「杜の都」表記が使われ始めた

ことが影響していると考えられる。以後現在まで，主に「杜の都」

表記が右肩上がりに増えている。 
次に，上記に示した表記の変遷の転機を考えた。「森/杜の都」表

記の初出は武田 4)が指摘したとおり，それぞれ荒川偉三郎著『仙台

松島塩釜遊覧の栞』（1909 年），富田広重著『仙台繁昌記』（1916
年）である 15)。したがい，「森/杜の都」の初出は既往の知見に倣い

1909年とみなし，これを1つ目の転機とした。 
「森」「杜」表記が逆転した1950年代のうち，最初に「杜の都」

表記が見られた 1954 年の文献は『仙台市史本編 1（通史）』23)で

あり，『市史』23)中には「杜の都」と題した節がある。『市史』該当

巻を執筆した小林清治は福島大学教授，名誉教授および東北学院

大学教授を務めた，日本近世史を専門とする歴史研究者である。

とくに『市史』23)では節「杜の都」の題を付したが，他にも1950
年代の複数の著作24)25)26)内で「杜の都」表記を登場させた。とくに，

小林が呼称「杜の都」について学術的に考察した『「杜の都」の形

成と終末』5)では「杜の都」の呼称は戦前の仙台市を表すものと絶

図－1  「森の都」および「杜の都」表記の推移 
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賛され，由来が詳細に考察された。小林による一連の言説以前に

「杜」表記を意識的に使用した上で学術的に呼称「杜の都」の由来

を考察した文献がない一方で，図－1より1960年代以後は「杜の

都」表記の文献が増加し，「森」表記と「杜」表記の割合が逆転し

ている。このことから，小林 5)は，呼称「杜の都」の由来について

考察した先行研究でありながら，「杜の都」の表記を「森の都」表

記に代わり市民に印象づける根拠としても機能した可能性がある。

以上より，1954年頃を「もりの都」の表記の2つ目の転機と見な

した。なお，小林の一連の言説において「杜」表記を使用した意図

については明示されず，「杜」表記の原義は不明である。 
その後，和泉 7)の指摘の通り，1970年の『公害市民憲章』（以下

『憲章』）27)で「杜の都」が公的に採用されたことから「杜の都」

表記が大多数を占めるようになる。しかし，『憲章』27)を議論した

際の議事録において，「杜の都」表記にとくに議論が無かったこと

を考慮すれば，1970年までに「杜の都」表記がある程度知られて

いたと推測できる。他方，『憲章』27)以降，表記の意味（「緑」の性

格や形態）が変化し，「杜の都」像がいくつかの街路樹に集約され，

呼称「杜の都」はシンボル化したことが指摘されている 4)8)。以上

を踏まえ，1970年を仙台市に対する「杜の都」の呼称，表記が市

民レベルで広く浸透した3つ目の転機と判断した。1970年に『憲

章』27)中で初めて「杜の都」表記が公的に使用され，その後「杜の

都」の呼称が市民に広く普及したとの和泉（2003）7)の指摘は，本

論文によって量的に裏付けられた形になる。 
小括すると，①「森/杜の都」初出（1909 年），②「森の都」表

記から「杜の都」表記への転機（1950 年代），③市条例における

「杜の都」表記の初出（1970 年），は「森/杜の都」の呼称と表記

の転機とみなした。 
 

４．緑の空間的実態の変化と「杜の都」像 

仙台城下で形成された屋敷林が仙台空襲で焼失するまで継続し

たと指摘した和泉 10)，仙台藩では敷地用途の自由度が小さかった

こともありとくに中級以上の屋敷で豊かな屋敷林が形成されてい

たと指摘した小林 5)らの知見をもとに，社寺林，家禄 300 石以上

（敷地面積750坪以上）の中上級武士，家禄が300石未満（敷地

面積 750 坪未満）の下級武士（足軽含む）と職人，町人に区分し

て，ArcGIS上で塗り分けて把握した（図－2）。城下町中心部は町

屋敷が建ったためほとんど樹木が無い区域があったが，その外側

に比較的小規模な屋敷林をもつ比較的下級の武家屋敷が存在し，

さらに外側を広大な屋敷林を備える中上級の武家屋敷，そして社

寺林が広がる空間構造が形成されていた。後述の現在の緑地配置

と比較すると，段階的かつ面的に緑地が広がる空間形態が形成さ

れたと考えられる。これは市街一面が樹木におおわれていたとす

る小林 5)の主張を緑の空間的実態として補強する。当時の絵図28)か

らも，城下町の中心から外側に向かって徐々に樹木が増えていく

段階的かつ面的な緑の構造を読みとれる（図－3）。 
一方，現在の仙台市における旧城下町地域では，公園緑地と街路

樹からなる点と線の緑の形態が見られる（図－4）。これら以外の

土地利用にも緑が存在するため、この方法で緑の実態を完全に把

握するには限界があるものの、仙台市の緑地が線状の形をとり，

面的なまとまりを持たないことは大山29)も指摘している。和泉 8)は，

1970年代以降『杜の都の環境をつくる条例』30)や都市計画書31)を

通して，街路樹や公園緑地に象徴される豊かな緑を備える都市像

としての「杜の都」が示されたことを指摘したが，これも空間的な

実態に合わせた考察だったと言える。 
このように，戦前に形成された段階的かつ面的な緑地の空間形

態は，仙台空襲（1945年）を転換点として点（公園）と線（街路

樹）による緑の空間形態へ置き換わったことが緑の分布図の作成

を通して確認された。 
つまり，高い視点から眺望すると市街に樹木が広がり森に見え

るという，のちに小林が学術的な論説を通して称することが相応

しいと論じた「杜の都」を表す面的な緑の構造が1945年時点で失

われた。そして，小林 5)は戦後の公園緑地帯と街路樹の緑は「杜の

都」を表さず，「杜の都」は「失われた」と明記しており，小林自

身は戦後の緑を「杜の都」と称することに懐疑的であったと考え

られる。しかし，実際には1970年以降，公的な行政文書にも「杜

の都」表記が使われはじめ，「杜の都」表記の登場頻度が大幅に増

加する。つまり，戦前の仙台市における緑の空間的実態とそれを

図－2  江戸時代（1699年）における仙台の緑の分布 
（ベースマップ出典：© ESRI Japan） 

旧城下町範囲のみ（太枠部）を作図した。空白は用途不明地または道路。 

図－3  文久二年仙台城下鳥瞰図（仙台市博物館所蔵） 

図－4  現在（2015年）の仙台市中心部における緑の分布 
（ベースマップ出典：© ESRI Japan） 
旧城下町範囲のみ（太枠部）を作図した。 
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「杜の都」と呼んだ小林の考えに対して，現在の行政の「杜の都」

の使用意図が食い違っていると考えられる。 
1909年の登場から続いた戦前期の「もりの都」は1950年代，

小林による一連の論述を通して「杜の都」として印象づけられた

が，小林の意図から離れて一人歩きし始めた「杜の都」の名はさら

に『憲章』や市の条例によって市民へ普及すべく活用され，今では

仙台市を表現する代表的な呼称としての地位を得たと言えよう。 
 

５．まとめ 

本稿の成果は以下のようにまとめられる。 
1）呼称「森/杜の都」「森」表記が多かったが，『仙台市史 本編

第1（通史）』23)で「杜の都」表記が使われて以降，「森/杜の都」の

呼称において「森」表記が「杜」表記へと転換し始めた。「杜の都」

表記の先駆けとなった1954年版『市史』23)執筆者の小林清治は一

連の論述を通して「杜の都」の名称の普及に大きな影響を与えた。

また，『憲章』27)が制定された 1970 年前後はとくに「杜の都」表

記が2倍以上に増加した。 
2）仙台城下では段階的，面的な緑の空間的形態がとられたが，

空襲による消失後，街路樹や公園を中心とした点・線的な緑への

空間的変化を図示により再確認した。つまり，小林が呼ぶに相応

しいと主張した「杜の都」と，現在市が推し進める「杜の都」との

間には緑の空間的実態という点で齟齬が生じていると言える。 
「森/杜の都」の歴史的イメージの齟齬やその点に関する行政の

伝達不足は，市の歴史や地域性に対する市民の認識を少なからず

混乱させる可能性が考えられる。仙台市が「杜の都」を標榜し続け

るとすれば，行政は，戦前期から現代に至るまでの緑の空間的実

態の変化について市民に正しく伝えた上で，現代における「杜の

都」像を歴史的経緯の上に位置付け，そのあり方を検討するよう

努力すべきではないか。本稿では呼称「杜の都」の矛盾を中心に議

論したため，今後の仙台市の緑地景観施策に関するより具体的・

多角的な計画論の展開を今後の課題としたい。 
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